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今 月 の 紙 面

令
和
７
年
８
月
25
日
㈪
午
前
10
時

山
口
県
理
容
美
容
専
門
学
校

講
堂

に
て
、
牟
田
口
則
之
全
理
連
中
央
講

師
を
迎
え
受
講
者
37
名
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
吉
永
理
事
長
挨

拶
な
ら
び
に
廣
石
教
育
部
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
技
術
講
習
に
入
り
ま
し
た
。

世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ

れ
た
卓
越
し
た
技
術
で
、
フ
ェ
ー
ド

売れるメンズアイロンスタイル
　　　　　　濡れパンフェードセミナー ・・・・・・・１
山口県最低賃金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
第３回山口県理容生活衛生同業組合
　　　　　　　　　規程改正検討委員会 ・・・・・・・１
中国地区組合講師認承講習会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
随　筆 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
案内・全理連指定旅館友の会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１
　　・防犯情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２
　　・団体生命共済加入促進キャンペーン ・・・・・２
　　・山口県理容組合独自共済加入促進
　　　　　　　　　　　　　キャンペーン ・・・・・２
　　・個別税務相談会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２

今 後 の 日 程
10月６日㈪組合親睦ソフトボール大会
　　　21日㈫第77回全国理容競技大会
　　　27日㈪組合親睦グラウンドゴルフ大会
　　　 〃 　　予算打合せ会（午後）
11月４日㈫第４回組合規程改正検討委員会
　　　 〃 　　予算打合せ会（午後）
　　　10日㈪「床屋発祥の地記念碑」
  　建立30周年記念毛髪供養祭
　　　17日㈪生衛業功労者表彰式典  
　　　 〃 　　中間監査会（午後）

（防府）
（神戸）
（宇部）
（小郡）
（小郡）
（ 〃 ）
（下関）

（山口）
（小郡）

カ
ッ
ト
・
セ
ニ
ン
グ
・
ア
イ
ロ
ン
に

つ
い
て
解
説
を
交
え
な
が
ら
講
義
し

て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
真
剣
に
受
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

受
講
中
に
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

丁
寧
に
お
答
え
い
た
だ
き
大
変
有
意

義
な
講
習
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
牟
田
口
講
師
へ
、「
お
忙

し
い
中
、
山
口
県
組
合
の
為
に
講
習

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

売
れ
る
メ
ン
ズ
ア
イ
ロ
ン
ス
タ
イ
ル

濡
れ
パ
ン
フ
ェ
ー
ド
セ
ミ
ナ
ー

ま
し
た
。」
と
、
お
礼
の
言
葉
で
閉
め

て
12
時
半
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
講
師
会
の
皆
様
の
ご
協

力
な
ら
び
に
モ
デ
ル
の
川
野
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
共
、
組
合
講
習
へ
多
く
の
皆

様
の
受
講
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
部
長

廣
石
正
明

第
３
回

山
口
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

規
程
改
正
検
討
委
員
会

令
和
７
年
７
月
14
日
㈪
午
前
10
時

県
組
合
事
務
所

役
員
室
に
於
い
て

吉
永
和
義
理
事
長
、
木
村
真
也
副
理

事
長
、
松
永
忠
晴
委
員
、
村
田
長
実

委
員
、
事
務
局
出
席
の
下
、
第
３
回

規
程
改
正
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

会
は
、
吉
永
理
事
長
挨
拶
の
後
、

木
村
委
員
長
の
進
行
に
よ
り
議
題
に

入
り
ま
し
た
。

【
議
題
】

１
．
第
２
回
検
討
委
員
会
の
経
過
に

つ
い
て

２
．
職
員
服
務
規
程
、
職
員
待
遇
規

程
、
職
員
退
職
金
規
程
に
つ
い
て

３
．
役
員
に
関
す
る
規
程
改
正
及
び

組
合
員
減
少
に
伴
う
定
款（
役
員
）

の
定
数
見
直
し
に
つ
い
て

４
．
今
後
の
日
程
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他
に
つ
い
て

以
上
、
充
分
に
審
議
さ
れ
午
前
11

時
30
分
閉
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

報
告

木
村
真
也

令
和
７
年
度中国
協
議
会
講
師
認
承
講
習
会

令
和
７
年
７
月
28
日
㈪
９
時
よ
り
、

岡
山
県
理
容
会
館
に
て
岡
山
県
引
き

受
け
で
、
中
国
地
区
組
合
講
師
認
承

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
中
国
協
議
会
長
代
理
中
原

岡
山
県
組
合
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
各
県
教
育
部
長
な
ら
び
に
受
講

者
の
点
呼
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
当
県
よ
り
佐
野
講
師
と
秋

山
講
師
が
参
加
し
ま
し
た
。

井
髙
英
聖
全
理
連
中
央
講
師
に
よ

る
Ｈ
ａ
ｉ
ｒ

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

‐
２
０
２
６
「
Ｅ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
」
の
技

術
伝
達
講
習
は
、
各
県
受
講
者
20
名

が
熱
心
に
受
講
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

各
県
と
も
地
元
に
帰
っ
て
普
及
推

進
に
努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
各
県
教
育
部
長
は
別
室
に
て

会
議
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の
各
県
組
合

に
対
す
る
熱
い
思
い
を
感
じ
刺
激
を

も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
益
々
、
山
口
県
組
合
な

ら
び
に
教
育
関
係
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

教
育
部
長

廣
石
正
明

・詳しくは担当営業まで
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今
年
は
く
じ
ゅ
う
連
山
、
三
番
目

に
高
い
大
船
山
（
１
７
８
６
ｍ
）、

久
し
ぶ
り
に
挑
戦
。

登
山
日
が
雨
の
為
時
期
が
少
し
遅

れ
た
の
で
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
終

わ
り
か
け
て
い
た
。

大
船
山
は
長
者
原
登
山
口
か
ら
九

重
連
山
の
一
番
奥
に
聳
え
立
つ
。

長
丁
場
の
挑
戦
と
な
る
。

宇
部
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
い
つ
も
の

コ
ー
ス
で
、
久
住
町
長
者
原
駐
車
場

に
午
後
７
時
頃
着
く
。

風
が
大
変
強
く
、
小
雨
が
車
を
た

た
き
つ
け
大
き
く
揺
れ
る
。

予
報
で
は
明
日
は
晴
れ
と
の
事
で
、

そ
れ
を
信
じ
て
夕
食
を
取
り
、
夜
は

冷
え
込
む
の
で
寝
袋
に
潜
り
込
む
。

６
月
17
日
朝
４
時
50
分
に
起
き
る

が
、
雲
が
頭
の
上
ま
で
垂
れ
下
が
り

今
に
も
降
り
そ
う
な
薄
暗
い
中
、
登

山
支
度
を
す
る
。

駐
車
場
は
登
山
客
で
あ
ろ
う
車
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
が
、
誰
一
人
起
き

て
こ
な
い
。

誰
か
一
緒
に
登
れ
そ
う
な
人
が
い

な
い
か
待
っ
て
い
た
が
、
５
時
30
分

薄
暗
い
中
一
人
淋
し
く
登
山
開
始
。

白
水
川
は
、
昨
日
ま
で
の
雨
で
ご

う
ご
う
と
音
を
立
て
て
流
れ
る
。

自
然
観
察
路
の
な
だ
ら
か
な
道
を

ル
ン
ル
ン
気
分
で
歩
く
。

間
も
な
く
原
生
林
に
入
り
、
緩
い

上
り
坂
と
な
る
。

原
生
樹
木
に
は
名
札
が
掛
か
っ
て

お
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

ク
ヌ
ギ
、
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
ヌ
シ

デ
、
ナ
ツ
グ
ミ
、
エ
ゴ
ノ
キ
な
ど
初

め
て
聞
く
名
前
や
覚
え
き
れ
な
い
程

の
数
が
あ
り
、
改
め
て
地
元
の
方
の

環
境
保
全
に
対
し
て
頭
が
下
が
る
。

こ
の
辺
り
か
ら
、
夕
べ
ま
で
降
っ

た
雨
で
登
山
道
は
ぬ
か
る
み
、
水
が

せ
せ
ら
ぎ
の
様
に
流
れ
て
最
悪
路
で

あ
る
。

し
か
し
、
鶯
や
、
野
鳥
の
鳴
き
声

に
励
ま
さ
さ
れ
、
や
っ
と
原
生
林
が

切
れ
、
雨
ヶ
池
の
草
原
大
地
に
た
ど

り
着
く
、
約
一
時
間
か
か
っ
た
。

雨
ヶ
池
の
草
原
に
は
約
30
ｍ
は
あ

る
空
池
が
あ
り
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

や
ク
サ
ボ
ケ
の
群
衆
を
痛
め
な
い
よ

う
に
敷
き
詰
め
ら
れ
た
板
敷
の
通
路

を
歩
く
。

そ
の
他
、
リ
ン
ド
ウ
、
キ
ス
ミ
レ
、

ツ
ク
シ
フ
ウ
ロ
ウ
等
に
覆
わ
れ
た
自

然
の
庭
園
だ
。

雨
ヶ
池
か
ら
東
南
に
草
原
の
中
を

歩
き
、
原
生
林
を
下
れ
ば
眼
下
に
坊

ガ
ツ
ル
の
草
原
が
広
が
る
。

や
っ
と
の
こ
と
で
、
薄
日
が
差
し

て
く
る
。

原
生
林
の
中
は
蒸
し
暑
く
、
汗
び

っ
し
ょ
り
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
法
華
院
温
泉
に
向
か
っ

て
歩
き
、
左
折
し
鳴
子
川
を
渡
る
と
、

坊
ガ
ツ
ル
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
く
。

登
山
口
か
ら
こ
こ
ま
で
、
約
５
キ

ロ
１
時
間
50
分
か
か
っ
た
。

こ
こ
で
初
め
て
休
憩
水
分
を
補
給
。

こ
の
草
原
か
ら
眺
め
る
景
色
は
、

目
の
前
に
三
俣
山
、
法
華
院
温
泉
、

久
住
山
、
一
昨
年
登
っ
た
九
重
最
高

峰
の
中
岳
、
稲
星
山
。

東
に
昨
年
登
っ
た
裏
平
治
、
表
平

治
、
そ
し
て
北
大
船
山
、
そ
の
奥
に

そ
そ
り
立
つ
目
標
の
大
船
山
の
素
晴

ら
し
い
眺
め
に
心
慰
め
ら
れ
る
。

大
船
登
山
口
に
着
く
。

こ
こ
が
一
合
目
で
、
通
常
な
ら
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、
ア
セ
ビ
、
ヤ
シ
ャ

ブ
シ
等
の
花
が
見
ら
れ
る
が
、
今
年

は
遅
い
の
で
枯
れ
て
い
る
。

雨
水
が
流
れ
る
急
坂
を
、
用
心
し

て
ゆ
っ
く
り
登
る
。

随

筆

山
岳
だ
よ
り

く
じ
ゅ
う
連
山
・
大た
い
船せ
ん
山ざ
ん

登
山

（
大
船
山
か
ら
の
三
百
六
十
度
は

壮
大
な
パ
ノ
ラ
マ
）

三
合
目
（
宇
土
山
か
ら
）
南
に
右

折
、
立
中
山
を
経
て
鉾
立
峠
。

こ
こ
に
き
て
足
が
も
つ
れ
て
き
た
。

少
し
飛
ば
し
過
ぎ
た
の
と
、
水
分

補
給
が
余
り
取
れ
て
い
な
か
っ
た
の

が
原
因
。

少
し
休
み
、
水
分
補
給
。

こ
こ
ら
辺
り
か
ら
、
蜩
の
大
合
唱

で
あ
る
。

や
っ
と
の
こ
と
で
草
原
状
の
段
原

に
到
着
、
ち
ょ
う
ど
９
時
。

目
の
前
に
そ
び
え
る
山
頂
を
目
指

し
、
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
登
り

始
め
る
。

左
手
に
避
難
小
屋
を
眺
め
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
登
る
、
９
時
40

分
無
事
登
頂
。

山
頂
は
遮
る
も
の
が
な
く
、
３
６

０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。

久
住
高
原
か
ら
祖
母
山
、
傾
山
、

由
布
岳
、
阿
蘇
連
峰
が
、
眼
下
に
は
、

山
頂
直
下
火
口
湖
の
御
池
が
満
々
と

清
水
を
湛
え
、
段
原
の
東
側
に
は
米

窪
と
言
っ
て
直
径
５
０
０
ｍ
、
深
さ

２
０
０
ｍ
の
噴
火
口
跡
が
あ
る
。

九
重
の
山
並
を
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
、

疲
れ
た
体
を
癒
す
。

ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
ま
だ
残
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
カ
メ
ラ
に
収

め
る
。

山
頂
は
風
が
あ
り
、
汗
を
か
い
た

身
体
は
冷
え
て
寒
い
の
で
カ
ッ
パ
を

着
て
し
の
ぎ
、
食
事
を
取
る
。

登
る
途
中
、
２
人
下
山
す
る
人
が

い
た
が
誰
も
来
な
い
。

日
も
差
し
て
き
て
暑
く
な
ら
な
い

う
ち
に
、
10
時
30
分
下
山
開
始
。

下
山
は
大
変
厳
し
く
、
ぬ
か
る
ん

だ
火
山
岩
を
ゆ
っ
く
り
降
り
る
。

坊
ガ
ツ
ル
到
着
が
12
時
。

坊
ガ
ツ
ル
草
原
を
抜
け
、
こ
こ
か

ら
雨
ヶ
池
へ
の
登
り
と
な
る
。

足
が
重
た
く
進
ま
な
い
。

足
を
引
き
ず
る
よ
う
に
、
や
っ
と

の
思
い
で
雨
ヶ
池
に
到
着
。

い
よ
い
よ
最
後
の
下
り
。

気
を
付
け
て
い
た
が
、
ぬ
か
る
み

で
尻
も
ち
。

な
お
慎
重
に
浮
石
に
気
を
付
け
、

や
っ
と
原
生
林
を
抜
け
、
板
敷
き
の

道
に
出
る
。

駐
車
場
の
そ
の
先
に
見
え
る
の
が

ル
ン
ル
ン
気
分
で
朝
歩
い
た
場
所
で
、

帰
り
は
一
歩
進
む
の
が
、
足
が
鉛
の

様
に
重
た
く
、
午
後
２
時
へ
と
へ
と

で
到
着
。

荷
作
り
を
し
、
帰
り
に
近
く
に
あ

る
源
泉
か
け
流
し
の
湯
、
筌
の
口
温

泉
に
浸
か
り
疲
れ
を
癒
す
。

今
回
は
、
自
分
は
元
気
と
思
っ
て

い
た
が
年
を
感
じ
さ
せ
る
登
山
で
し

た
。感

動
と
、
感
謝
と
、
反
省
の
二
日

間
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本　
　

豊
（
宇
部
支
部
）
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